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〔
11
月
８
日
〕
平
フ
ォ
ー
ラ
ム

〔
11
月
24
日
〕
丸
川
珠
代　

昼
食

勉
強
会

〔
11
月
29
日
〕
岡
本
み
つ
な
り　

政
経
懇
談
会
２
０
２
３

〔
12
月
５
日
〕
役
員
忘
年
会　
（
協

会
・
政
連
共
同
開
催
）

〔
12
月
８
日
〕
鈴
木
あ
き
ひ
ろ　

都
政
報
告
会
２
０
２
３

〔
１
月
12
日
〕
第
１
３
５
回　

政

連
理
事
会

〔
１
月
12
日
〕
新
年
賀
詞
交
換
会

令
和
５
年
11
月
〜
６
年
1
月

東
京
ビ
ル

政
連
の
動
き

東京ビルメンテナンス政治連盟規約第9条（評議員
会）の規定に基づき、次の通り評議員会を開催する。

1 開催日時　2 月 27 日（火）14:00 〜 15:00
2 会　　場　ビルメンテナンス会館 2 階研修室
　　　　　　（東京都荒川区西日暮里 5 − 12 − 5）
3 開催方法　通常開催
4 審議事項　第 1 号議案 令和５年事業報告承認の件

第 2 号議案 令和５年決算承認の件
5 報告事項　令和６年運動方針・事業計画

令和６年予算

東京ビルメンテ
ナンス政治連盟 第20回評議員会 第

20
回 

評
議
員
会
次
第
を
審
議

第135 回
理事会

意
見
や
質
問
を
求
め
た
あ
と
採
決

に
移
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。

　

協
議
・
確
認
事
項
の
「
国
会
議

員
の
支
援
に
つ
い
て
」
は
、
高
橋

誠
事
務
局
長
が
、
前
回
の
理
事
会

に
お
い
て
検
討
し
た
国
会
議
員
へ

の
支
援
や
議
員
連
盟
へ
の
推
薦
に

関
し
て
説
明
。
今
後
も
審
議
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
報
告
事
項
の
「
令

和
６
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
労
災

保
険
率
の
周
知
」「
11
月
理
事
会

以
後
の
動
き
と
今
後
の
予
定
」「
会

員
等
の
推
移
」、
お
よ
び
そ
の
他

と
し
て
「
新
年
賀
詞
交
歓
会
時
程

と
次
第
」
に
つ
い
て
、
高
橋
事
務

局
長
が
説
明
。

　

最
後
に
野
口
副
理
事
長
が
「
ス

ム
ー
ズ
な
進
行
に
ご
協
力
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
謝
意

を
表
明
し
た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
冒
頭
、「
新

年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
は
、
お
正
月
早
々
、
能

登
半
島
地
震
や
羽
田
空
港
で
の
事

故
な
ど
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

く
ご
ざ
い
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
や
関
係
者
の
皆
様
が
少
し
で

も
早
く
安
心
し
た
日
常
に
戻
れ

る
よ
う
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
」
と
述
べ
た
あ
と
、
選
挙
の
結

果
や
予
定
に
つ
い
て
言
及
。「
昨

年
は
大
田
区
の
都
議
補
欠
選
挙
が

あ
り
、
推
薦
し
て
お
り
ま
し
た
鈴

木
章
浩
議
員
が
当
選
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

７
月
に
東
京
都
知
事
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
政
連
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
都
議
会
自
民
党

の
推
薦
候
補
者
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
今
年
、
衆
議
院

解
散
総
選
挙
も
行
わ
れ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
も
併

せ
て
お
願
い
し
た
い
」
と
協
力
を

要
請
。「
審
議
事
項
は
２
月
に
開

催
さ
れ
る
評
議
員
会
の
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
国
会
議
員
の

支
援
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
事
柄

が
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
、
理
事

会
後
に
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
控
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
滑
な
進
行

を
求
め
た
。

　

審
議
事
項
の
提
案
説
明
は
横
田

英
雄
幹
事
長
が
担
当
。「
第
20
回

評
議
員
会
は
11
月
の
理
事
会
の
通

り
、
２
月
27
日
火
曜
日
に
開
催
い

た
し
ま
す
」
と
日
程
を
述
べ
、
来

賓
挨
拶
に
つ
い
て
は
、「
例
年
は

髙
島
先
生
に
ご
挨
拶
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
ご
逝
去
さ

れ
た
た
め
、
宇
田
川
先
生
に
依
頼

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
提
案
で

す
。
ま
た
、
八
王
子
選
出
の
伊
藤

議
員
と
西
多
摩
選
出
の
田
村
議
員

が
政
策
研
究
会
に
新
た
に
加
わ
り

ま
し
た
の
で
、
お
招
き
す
る
案
で

ご
ざ
い
ま
す
」
と
説
明
。
審
議
事

項
等
に
関
し
て
は
、「
令
和
５
年

度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
の

承
認
の
件
の
２
つ
で
す
。
令
和
６

年
の
予
算
案
・
事
業
計
画
案
は
報

告
事
項
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
他
と
し
て
機
関
紙
購
読
料
の
変

更
に
つ
い
て
、
分
担
金
の
値
上
げ

等
に
よ
り
令
和
７
年
１
月
か
ら
年

間
税
込
み
３
万
円
か
ら
税
別
３
万

円
に
変
更
を
予
定
し
て
い
る
旨
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
」
と
提
案
。

　

議
長
の
野
口
博
行
副
理
事
長
が

理
事
会
の
様
子

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
物
価
の
高
騰
、
人
件
費
の
上
昇
な
ど
建
築
物

の
管
理
コ
ス
ト
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
総
務
省
・

厚
生
労
働
省
は
適
正
価
格
で
契
約
を
行
う
よ
う
官
公
庁
に
通
知
。 

ま

た
、
公
正
取
引
委
員
会
と
内
閣
官
房
は
連
名
で
「
労
務
費
の
適
切
な

転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
を
公
表
。
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
は
全
業
種
中
、
最
も
労
務
費
率
が
高
い
反
面
そ
れ
が
価
格

転
嫁
で
き
て
い
な
い
業
種
の
一
つ 

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、（
公
社
）
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
で
は
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
啓
発
チ
ラ
シ
を
作

成
。
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の
皆
様
に
理
解
・
協
力
を
求
め
て
い
る
。

東
京
協
会
が
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成

人
件
費
高
騰
、
契
約
金
額
の
見
直
し
を
！

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
１
月
12
日
、

協
賛
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
先

立
っ
て
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
４

階
「
吾
妻
」
の
間
に
お
い
て
「
第

１
３
５
回
理
事
会
」
を
開
催
、「
第

20
回
評
議
員
会
次
第
」
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

　

東
京
都
が
令
和
６
年
度
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
、
各
業
界
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
聴
取
す
る
た
め
、

都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

お
り
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
は
令
和
５
年
12
月
11
日
に
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
を
代
表
し

て
要
望
を
行
っ
た
。

札
の
受
託
者
や
現
場
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
過
去
の
実
績
を
踏
ま

え
て
対
象
案
件
の
拡
大
や
契
約
条

件
の
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

佐
々
木
会
長
よ
り
「
エ
コ
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
は
、
特
定
建
築
物
以
外
の

物
件
に
対
し
て
も
貢
献
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
も

考
慮
い
た
だ
き
た
い
」
と
発
言
を

し
た
。
ま
た
、
横
田
委
員
か
ら

は
「
都
内
の
CO2
排
出
量
の
７
割
が

建
物
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
に
起

因
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
エ
コ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
空
調
機
器
等
の

効
率
的
な
運
用
に
よ
り
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
都

が
現
在
検
討
し
て
い
る
社
会
的
責

任
調
達
指
針
で
も
環
境
面
を
重
視

し
て
い
る
の
で
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
の
活
用
を
加
点
要
素
に
す
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
障

害
者
雇
用
に
つ
い
て
も
障
害
者
が

働
き
や
す
い
契
約
案
件
を
お
願
い

し
た
い
」
と
要
望
が
あ
り
、「
指

摘
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
を
今
後

も
検
討
し
て
い
き
た
い
の
で
引
き

続
き
協
力
お
願
い
し
た
い
」
と
回

答
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
業
界
の
健
全
な
発
展
と

担
い
手
の
育
成
確
保
の
た
め
、
要

望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　

当
日
は
協
会
を
代
表
し
て
、

佐
々
木
会
長
、
梶
山
副
会
長
兼
経

営
研
究
委
員
長
、
高
橋
専
務
理

事
、
経
営
研
究
委
員
会
官
公
庁
契

約
小
委
員
会
の
横
田
委
員
が
同
席

し
、
要
望
書
の
手
交
、
要
望
説
明
、

回
答
の
後
に
小
池
百
合
子
都
知
事

ら
と
直
接
意
見
交
換
を
行
い
、
特

に
以
下
の
３
点
に
つ
い
て
要
望
し

た
。

①
総
務
省
や
厚
生
労
働
省
か
ら
発

出
さ
れ
た
通
知
に
基
づ
い
た
年
度

途
中
や
複
数
年
契
約
で
の
労
務
単

価
の
変
動
に
よ
る
契
約
変
更
に
関

す
る
要
望

②
総
合
評
価
制
度
で
の
加
点
要
素

へ
の
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定
事

業
者
の
追
加
に
関
す
る
要
望

③
障
が
い
者
雇
用
促
進
の
た
め
の

モ
デ
ル
入
札
の
案
件
仕
様
の
改
善

に
関
す
る
要
望

　

東
京
協
会
の
要
望
を
受
け
、
小

池
都
知
事
か
ら
は
「
障
害
者
と
の

共
生
社
会
を
目
指
す
に
あ
た
り
、

雇
用
促
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
障

害
者
雇
用
の
促
進
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
関
係
局
か
ら
も
「
①
に
つ
い

て
は
、
適
正
な
予
算
計
上
や
新
労

務
単
価
へ
の
契
約
変
更
に
つ
い
て

国
の
通
知
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対

応
す
る
よ
う
庁
内
で
周
知
を
図

る
」「
②
に
つ
い
て
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
東
京
都
も
政

策
を
行
っ
て
い
る
。
総
合
評
価
で

は
品
質
確
保
や
競
争
性
の
確
保
が

必
要
な
の
で
今
後
も
検
討
を
進
め

る
」「
③
に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
入

東
京
協
会
・
都
知
事
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

都
知
事
へ
要
望
書
を
手
渡
す
佐
々
木
会
長

会
議
の
様
子


